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学，ブタペスト大学，オックスフォード大学，
ロンドン大学などに学ぶ。1900年東トルキスタ
ン探検調査を行う。新疆省，ホータンのニヤ遺
跡を発掘調査，敦煌の仏画，仏典，古文書類を
持ち帰った。「砂に埋もれたホータンの廃墟」白
水社，「コータン（ホータン）の廃墟」中公文庫
などがある。
５）新疆ウイグル自治区では二番目に大きい都市。
ウイグル人が60％以上であるという。
６）新疆省の中でも最も西に位置する町，タジク族
が多くすんでいる。ここの住民たち，特に女性
はほとんど常に民族衣装を身に着けている。町
を歩くと，ほとんどの住民が挨拶をしてくれる。
非常に気持ちのいい町である。
７）チンギスハーンが，自分の身辺を守るために，
500戸を選んでその警備に当たらせた。彼らはチ
ンギスハーンが死んでからも，モンゴル族の内
部で，やや独立的な地位を守り，チンギスハー
ンの遺留品を携えて，日本軍，ロシア軍，国民
党軍から自分たちの権益領土と地位を守り通し
たという。タルクト人は二十世紀半ば過ぎまで
実際に存在し，今なお一年に何度かのチンギス
ハーンを祭る儀式を行っているという。
８）現在，呼和浩特と表記されている。蒙古自治区
の区都。今は大都市。内蒙古大学，内蒙古工業
大学，内蒙古医科大学などがある。
９）現在，包頭と表記されている。内蒙古では二番
目に大きな都市。軍事工業が最も盛んな工業都
市。しかし公園も多く，緑にも恵まれている。
10）東勝と表記されている。オルドス地方の最も大
きな都市。ここにチンギスハーン陵がある。ま
たこの町には今でも多くのタルクト人が住んで
いる。
11）オルドス地方，パオトウから南へ約百五十キロ
のところ東勝にある。風水によって，非常に良
い条件を備えていると言われる丘の上に，モン
ゴル族のテントをかたどった三つの大塔を横に
並べた豪壮な建築物がたてられている。
12）内蒙古自治区の中でも東の端，吉林省長春に近
い所に通遼という町があり，その近郊にある比
較的小さな町。
13）フフホトから北に百キロほどの所に武川という
町があるが，この町からさらに北に百キロほど
の所に広がる大草原。付近に小さい村があるが，
ここには家畜の水飲み場もあるため多くの遊牧
の民も集まりやすいので，モンゴル族の祭り，
ナーダムなどもここでも行われる。
14）同じモンゴル族と言われていても，いくつかの
分支に別れており，オイラートモンゴルはオル
ドス地方に依拠していたモンゴル族。
15）ソ連邦時代に，ソ連のカルメイック共和国のあ
ったところに依拠していたモンゴル族。
16）漢字では，「江格爾」と表記される。モンゴル族
の人々にこよなく愛されている英雄叙事詩。中
国の少数民族にはそれぞれ英雄叙事詩を持って
いるものも多く，有名なものでは，チベット族
の『カサール王伝説』，キルギス族の『マナス』
など。
17）1911年ハジトニエーネフが演唱した「ホンゴル，
シーラに出征す・モッコス」など三章と，1908
年にロシアの大学に学んでいたカルメイックモ
ンゴルの学生，ヌオモト・アオチルが彼の故郷
であるアスタラハンでトルポトが記録した，ジ
ャンガルチーのウリアン・アオフラの演唱した
十章の「ジャンガル」とを合わせて，十三章と
してモンゴル語で出版したもの。
18）ジャンガルは蒙古族の，本来口頭で伝承されて
きた英雄叙事詩である。そのためこの叙事詩を
伝承するために，代々伝承してきた家系があっ
たと思われる。近年は師匠と弟子という関係で
伝えられているようであるが，この口頭で聴衆
に伝承を話す語り師を，ジャンガルチーと呼ん
でいる。チベット族の英雄叙事詩『カサール王
伝説』の語り師はカサールチーと呼ばれ，キル
ギス族の英雄叙事詩『マナス』の語り師は，マ
ナスチーと呼ばれる。
（2011年７月１日掲載決定）
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